
パ-トCニ報告書の内容

社会的パフオ-マンス指標
持続可能性の社会的な-面は.組織がその活動基盤となる社会システム-与える影響にかかわって

いるo社会的パフオ-マンスは.地域,国,世界などの各レベルにおけるステ-クホルダ--の影響

を分析することで測慮できる.社会的指標は.人材や社会的評判など1組織の無形資産に影響を及ぼ

す場合もあるo

社会的パフオ-マンス指標の測定は.環境パフオ-マンス指標の測定に比べて給体的な合意が得ら

れていないo GRIは協議プロセスを通じて,労働憤行や人権,および消費者.地域-その他ステ-ク

ホルダ-に影響を与える広範園な課題に関する主要なパフオ-マンス要素を特定し1.指標を選択したQ

労働慣行と人権のパフオ-マンスは.国際労働機関く工LOIXlの条項など国際的に誰知された基準や,

国連の世界人権宣言奴2など国際的な法律文書に基づいているo.特に労働慣行と人権の指標に臥ILO

の r多国籍企業と社会政策に関する原則の三者宣言J X3や経済協力開発機構くOECDl発4の r多国籍

企業ガイドラインJ X5など. GRIの協議プロセスにおいて,企業責任に関して最適だと判断されたも

のから多くを取り入れている.

労働慣行の中の人権にかかわる部分は,後者の範暗 ぐ訳注こ r人権Jの範膚Iに含まれている.こ

の決定は, r労働の権利Jがr人権Jと異なるものlおよびそれほど童要でないものとして扱われる

ことを避けるために行なわれたo またこの決定には1組織は労働慣行の分野において.基本的権利の

保護.尊重だけでなく.労働環黄の質および従業貞との関係の向上にも貢献するべきである,という

強い意向が反映されているo 労働憤行と人権の二つは密按に関連しているが く例えば,団体交捗や労

使関係I l指標の目的に基本的な違いがあるため分けられている.人権の側面と指標は.報告組織が

どのように基本的人権を維持.尊重しているかを評価する上で役立つo 労働慣行の側面と指標は,組

織がいかに基本的人権の維持.尊重以上の貢献をしているかを測定するものであるo

社会的パフオ-マンス指標のいくつかは,ガイドラインにある経済的および環境パフオ-マンス指

標とはかなり性格が異なったものとなっている.パフオ-マンス測定対象となる社会的問題の多くは

容易には数量化できないため,いくつかの社会的指標は,方針,手順,マネジメント慣行など.組織

のシステムや運営についての定性的尺度となってVlる.これらの指標は, -般的かつ全体的な方針

レi-トCのセクション3に記載Iではなく,強制および義務労働,結社の自由など,特定かつ狭義の

社会的側面に関係しているo 今後策定してL,1く測定規定は,慣行や方針の指標に関する詳細をより明

確に表現する助けとなるであろうo

GRIは,大部分のステ-クホルダ-の主な関心事を把握するよう努めてきたが,現時点のガイドラ

インは,すべての潜在的なステ-クホルダ-の課題を反映したものとはなっていないo社会状況の多

様性とそれに関係する間題をふまえ,社会的影響に関する報告をできるだけ完全なものにするために

はステ-クホルダ-との協藷を行うべきである.今後,特に注意を要する三つの分野は,従業員の報

酬,労働時間,対象地域の拡大であるo これらの課題は今後GR王が作成する業種別補足文書において,

それぞれの業種特性に沿って対応するのが最適であると考えられる,しかし今後の改定作業の中で,

適切な指標をガイドライン本文の中に組み込んでいく配慮がなされるであろうo
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